
 

 

 

 

 

 

 

１ 「内容のまとまりごとの評価規準」の作成の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容のまとまり 

目標を実現す
るにふさわしい
探究課題 

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等  
 
  

身
の
回
り
の
高
齢
者
と 

 
 
  

  
  

そ
の
く
ら
し
を
支
援
す
る
仕
組
み
や
人
々 

・ 少子高齢化などの地域課題の
解決に向けた取組は、地域の理
解や協力によって持続可能なも
のとなることを理解する。 

  （理解している。） 

・ 調査活動を、目的や対象に応じ
た適切さで実施することができ
る。 

  （実施している。） 

・ 少子高齢化などの地域課題へ
の理解は、高齢者とその暮らしに
ついて探究的に学習してきたこ
との成果であることに気付く。 

  （気付いている。） 

・ 少子高齢化などの地域課題へ
の関わりを通して感じた関心を
もとに課題をつくり、解決の見通
しをもつことができる。 

  （もっている。） 

・ 課題の解決に必要な情報を、手
段を選択して多様に収集し、種
類に合わせて蓄積することがで
きる。 

  （蓄積している。） 

・ 課題解決に向けて、観点に合わ
せて情報を整理し考えることが
できる。 

  （考えている。） 

・ 相手や目的に応じて、分かりや
すく表現することができる。 

  （表現している。） 

・ 課題解決に向け、自他のよさに
気付き、探究活動に進んで取り
組もうとする。 

  （取り組もうとしている。） 

・ 自分と違う意見や考えのよさを
生かしながら協働して学び合お
うとする。 

  （学び合おうとしている。） 

・ 地域との関わりの中で自分にで
きることを見付けようとする。 

  （見付けようとしている。） 

 

単元の目標 

高齢者の孤独の解消に向けた「地域の茶の間」をつくる活動を通して、 

高齢者のくらしを支える人々の取組や思いに気付き、 

「地域の人々が集い交流できる場」の在り方について考えるとともに、 

世代を越えて交流していくことの大切さを感じながら生活していくことができるようにする。 

第１の目標 学校において定める目標 学校において定める内容 

目標を実現するにふさわしい 
探究課題 

学習指導要領 
総合的な学習の時間 第１ 

第２の２ 第２の３ 

評価の観点及びその趣旨 学校において定めた 
評価の観点の趣旨 

第２の３の（５） 
探究課題の解決を通して育成を 
目指す具体的な資質・能力 

知識・技能 
思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む態度 

①各学校において定めた目標と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。 
②各学校において定めた内容（探究課題ごとに作成した「探究課題の解決を通して育成を目
指す具体的な資質・能力」）の記述が、観点ごとにどのように整理されているかを確認する。 
③【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

内容のまとまりごとの評価規準 

文末の下線部を（ ）のように
することで、「内容のまとまり」か
ら「内容のまとまりごとの評価規
準」を作成することができます。 

事例  単元名 地域の絆を再生しよう（第６学年）   内容のまとまり 「福祉」（全50時間）         （参考資料ｐ５6） 

 

知識及び技能 

小学校 総合的な学習の時間 

 

指導と評価のポイント 

児童が自ら課題を解決する過程を想定し、探究的な学習のプロセス「①課題の設定②情報の収集③整理・分析

④まとめ・表現」を意識して指導にあたるとともに、目指す資質・能力が育成されるように、課題の解決や探究的な

学習活動が発展的に繰り返されるような学習活動のまとまりを計画することが大切です。 

 

知識・技能 
思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む態度 

第２の１ 

第２の３の（６） 

（１）探究的な見方・考え
方を働かせて学習する
ことがふさわしい課題で
あること 

（２）その課題をめぐって展
開される学習が、横断
的・総合的な学習として
の性格をもつこと 
（３）その課題を学ぶことに
より、よりよく課題を解決
し、自己の生き方を考え
ていくことに結び付いて
いくような資質・能力の
育成が見込めること 

総合的な学習の時間で
は、第１の目標を踏まえ
て、各学校が「目標」や
「内容」を定めます。 



２ 学習評価の進め方の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 
単元の評価規準 
評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地
域
の
絆
を
再
生
し
よ
う 

①「地域の茶の間」は、地域の人と
思いを共有し協働してつくること
で、持続可能なものとなることを
理解している。 

②日常的に気持ちのよい挨拶をし
たり、分かりやすい話し方をした
りして、高齢者に適切に関わって
いる。 

③高齢者への接し方など自分の行
動の変容は、高齢者とその暮ら
しについて探究的に学んだこと
による成果であると気付いてい
る。 

①地域の高齢者とその暮らしにつ
いて、理想との隔たりから課題
を設定し、解決に向けて自分に
できることを具体的に考えてい
る。 

②課題の解決に必要な情報を、手
段を選択して多様な方法で収
集したり、種類に応じて蓄積した
りしている。 

③持続可能な「地域の茶の間」を
つくるために必要な情報を取捨
選択したり、複数の情報を比較
したり関係付けたりしながら解
決に向けて考えている。 

④伝える相手や目的に応じて、自
分の考えをまとめ、適切な方法
で表現している。 

①課題解決に向け、自分のよさに
気付き、探究活動に進んで取り
組もうとする。 

②「地域の茶の間」の体験を通し
て得た知識や自分と違う友達の
考えを生かしながら、協働して課
題解決に取り組もうとしている。 

 
③課題解決の状況を振り返り、あ
きらめずに高齢者の孤独の解消
に向けて取り組もうとしている。 

指導と評価の計画 

 

小単元名（時数） ねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 
１ 高齢者のさみしい気
持ちをなくす「地域の
茶の間」をつくろう。
（10） 

・ 地域の高齢者とその暮らしについて調べ、高齢者の困りごとに気付
き、理想と現実の隔たりから学級全員で取り組む課題を設定する。 
・ 必要な情報を調べながら、「地域の茶の間」の計画（場所や日時、
プログラム等）を立てる。 

 ①  

・発言内容 
・作文シート 

・ 学習課題に照らし、「地域の茶の間」の計画を修正・改善しながら、
複数回の「地域の茶の間」を開催する。 

  ① 
・作文シート 
・行動観察 

２ 持続可能な「地域の
茶の間」のモデルケー
スを調査・体験しよう。
（15） 

・ 「地域の茶の間」の活動を振り返り、活動の意味や価値を考えるこ
とで、課題を再設定する。 

  ② 
・発言内容 
・作文シート 

・ 「地域の茶の間」を持続可能な形で運営しているモデルケースの調
査・体験活動を行い、必要な情報を収集する。 

 ②  
・発言内容 
・作文シート 

・ モデルケースの特徴を整理し、その背景を分析することで、高齢者
のくらしを支える人の工夫や思いについて考える。 

 ③  
・発言内容 
・作文シート 

・ 自分たちが開催した「地域の茶の間」とモデルケースの調査・体験
活動を基に、持続可能な「地域の茶の間」の在り方に気付く。 

①   
・発言内容 
・作文シート 

３ 高齢者だけではなく
地域の人に必要とさ
れる「地域の茶の間」
をつくろう。（12） 

・ 持続可能な「地域の茶の間」の実現に向け、必要な情報を集め、場
所や日時、プログラム等の計画を立てる。 
・ 学習課題に照らし、持続可能な「地域の茶の間」の計画を修正・改
善しながら複数回の「地域の茶の間」を開催する。 

②   

・作文シート 
・行動観察 

４ 地域との協働で持続
可能な「地域の茶の
間」をつくろう。（13） 

・ これまでの活動で課題が解決されたかを振り返るとともに、地域の
誰と協働すればよいかを考える。 

  ③ 
・発言内容 
・作文シート 

・ 地域の人に、協働で持続可能な「地域の茶の間」を継続開催する
ことを働きかける。 

 ④  
・発言内容 
・作文シート 

・ これまでの活動を通しての自分の変容を振り返り、作文にまとめる。 
③   

・作文シート 
 

単元の目標を作成する 

単元の評価規準を作成する 

「指導と評価の計画」を 
作成する 

授業を行う 

総括する 

１ 

２ 

３ 

４ 

 学校において定める総合的な学習の時間の内容（「目標を実現するにふさわしい探究
課題」及び「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力」）をよりどころ
として、中核となる学習活動をもとに、どのような学習を通して、どのような資質・能力を
育成することを目指すのかを明確にして単元の目標を作成する。 

○ 単元の目標を踏まえ、「単元の評価規準」を作成する。 

○ １、２を踏まえ、具体的な学習活動に沿って、評価場面や評価方法等を計画する。 
○ どのような評価資料をもとに評価するかを考え、その結果をもとに指導する具体的な
手立てを明らかにする。 

○ ３を踏まえて評価を行い、児童の学習改善や教師の指導改善につなげる。 

○ 活動や学習の過程、作品や成果物、発表や討論などに見られる学習の状況や成果
などについて、児童の良い点、学習に対する意欲や態度、進歩の状況などを踏まえて、
評価結果を総括する。 

小 
総 

各観点の評価規準を作
成する際のポイントとな
る視点 

「内容のまとまりごとの評
価規準」を参考に、単元で行
う学習活動に即して具体的
に記述します。 


